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製品化実績等製品化実績等製品化実績等

細胞分裂時の染色体部位にあるタンパク質を識別する試薬

Anti-CENP-Cほか8種類

今後の市場規模今後の市場規模（見込み見込み）等今後の市場規模（見込み）等

ProNTの腫瘍マーカーは、H22の市場調査では、血液検

査で前立腺がんマーカー(PSA)と同等の検査精度を確保

できれば、肺がん検査市場は世界的にもかなり拡大する

と予測されている。

成果成果（技術技術）の概要の概要成果（技術）の概要

地域地域（エリアエリア）概要概要地域（エリア）概要

富士山麓地域

地域イノベーション戦略支援プログラム（グローバル型（グローバル拠点育成））　

『がんの微小シグナルを捉える』

東京農工大学、国立遺伝学研究所　他
静岡県立静岡がんセンター　他

財団法人　しずおか産業創造機構（ファルマバレーセンター） 
〒411-8777  静岡県駿東郡長泉町下長窪1007番地
TEL：055－980－6333　FAX：055－980－6320　e-mail：mail@fuji-pvc.jp　　　　　　

地域（エリア）名

実 施 事 業 名

実　施　期　間

実　施　機　関

（太字は核となる研究機関）

中核機関（連絡先）

学…
官…

ライフサイエンス
平成22年8月～平成25年3月（予定）

①がん化を促進するセントロメア（※1）機能異常を解析する

　実験系の開発と応用

　　染色体を構成するタンパク質の解析を行い、新規のセン

　トロメア構成因子の同定（※2）、並びにセントロメア局在

　を示すタンパク質（3-5個程度）の同定に成功した。また、

　この成果を元に細胞分裂時の染色体部位にある各種タンパ

　ク質を識別する試薬を商品化した。

　　※1セントロメア……染色体の長腕と短腕が交差する部位

　　※2同定……目的物質が何であるかを明らかにすること

②血液検査によるがん早期発見技術の開発

　　肺小細胞がんの新たな高感度血液検査システムの開発に

　おいて、ProNTというタンパク性物質を腫瘍マーカー（※3）

　候補として選定し、現在その臨床試験を実施中である。有

　用性の検証後、ProNT測定キットとしての製品化が考えら

　れている。

　　※3腫瘍マーカー……腫瘍細胞で特異的に産生され、尿

　　　や血液中で検出される物質。その定量や検出が、がん

　　　の診断の補助や臨床経過の判定に利用される。

細胞分裂時の染色体部位にある
タンパク質を識別する試薬
Anti-CENP-Cほか8種類

ProNT  EIAキット（試作品）

＜グローバル型（グローバル拠点育成）＞

製品化実績等製品化実績等製品化実績等

①新型遠心分離装置　②人工血液モデル　

③デスクトップ型統合機（試作実績）

④FGC（フロンタルゲルカラム）解析装置（試作実績）

今後の市場規模今後の市場規模（見込み見込み）等今後の市場規模（見込み）等

国内の疾病の予防・改善の社会需要分野、更に医療イン

フラの整備が遅れている海外の途上国に提供することを

目的とする。市場規模として84億円／年を想定 

成果成果（技術技術）の概要の概要成果（技術）の概要

地域地域（エリアエリア）概要概要地域（エリア）概要

びわこ南部地域

地域イノベーション戦略支援プログラム（グローバル型（グローバル拠点育成））

診断・治療機器の小型軽量化・高機能化・インテリジェント化
による『いつでも・どこでも高度先端医療』

ニプロ（株）、山科精器(株）、旭光電機（株）、湖北工業（株）、（株）村田製作所、東レ（株）、東レエンジニアリング（株）、
東レ・プレシジョン（株）、（株）町田製作所、神港精機（株）、アルモテクノス（株）、ＧＥヘルスケアジャパン（株）
滋賀医科大学、立命館大学、長浜バイオ大学
滋賀県工業技術総合センター、滋賀県東北部工業技術センター

公益財団法人　滋賀県産業支援プラザ　新事業支援部　新事業支援グループ 
〒520-0806  滋賀県大津市打出浜2－1　コラボしが21内
TEL：077－511－1414　FAX：077－511－1418　e-mail：shin@shigaplaza.or.jp　　
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実 施 事 業 名

実　施　期　間

実　施　機　関

（太字は核となる研究機関）

中核機関（連絡先）

産…

学…
官…

ライフサイエンス
平成22年8月～平成25年3月（予定）

①超微量生体標本で多項目検査を１台の検査機で行うことに
より、低侵襲でかつ高頻度検査による経時的分析を利用した日
内変動診断や、月間変動などの長期間変動データの傾向診断
から疾病の予防・改善、及び異常のスクリーニングを行うこと
により、疾病の早期発見・早期治療を可能とし、更に医療イン
フラの整備が遅れている海外の途上国（インド、アフリカ等）に
提供し医療体制充実・整備に貢献することを目的とした。

・発展型で開発した統合機のサイズをさらに小型化し、今年度
　は、１項目測定が可能な系の試作を実施し、300W×300D×
　300H（ｍｍ）の分析装置を実現した。
・検査対象の標本を微量（5ｍｌ程度）で分析可能としたことで、
　低侵襲が可能となり、高頻度検査による経時的分析を利用
　した日内変動診断を可能とし、一日に3回以上の複数標本
　採取を可能とする採血分析系の要素技術研究を進めた。
　
②従来の内視鏡を超える軟性導体ロボット肢、止血可能なマ
　イクロ波鉗子の開発をし、軟性を利して小創から入り腔に
　沿う様に進行し、狭腔においても手術可能にする。このよ
　うに既存の手術ロボットを凌駕する低侵襲な体腔鏡ロボッ
　ト手術システムの実現を目ざして、体腔鏡動作確認用の試
　作品を作成した。　　
・体内挿入部は3本の手術機器を挿入できる3チャンネルの
　誘導管を内蔵している。
・先端部は誘導管を湾曲させることであたかも両手を用いて
　手術するような構造である。カメラは前面からの内蔵カメ
　ラと上部からの鳥瞰用のカメラを使用する。

＜グローバル型（グローバル拠点育成）＞

[内視鏡様軟性導体 ]

[ 分析装置 ]

ソフトウェアPC画面例
寸法：　300W×300D×300H

統合機


